
 

 

令和 6 年 4 月 1 日   

 
市政記者クラブ  様  
 

子ども青少年局子育て支援部子ども福祉課   
担当：守屋・伊藤   

電話： 972-3021 

 
 

「名古屋市発達障害啓発プロジェクト２０２４」の実施について  

 

名 古 屋 市 で は 発 達 障 害 の あ る 方 の 個 性 や 多 様 性 を 理 解 し 支 え て い く 社 会

を目指して発達障害啓発プロジェクトに取り組みます。  
プロジェクト２０２４では、４月２日の世界自閉症啓発デーを契機として

中部電力 MIRAITOWER のブルーライトアップをはじめとして発達障害につい

ての情報発信をするイベントなどを行います。  
社会の多様な主体と連携・協力して、下記の取り組みを行いますので広報

にご協力をお願いいたします。なお、プロジェクトのデザインビジュアルに

は、障害者の方の制作した芸術作品であるアールブリュットデザインを使用

します。  
 

記  
 

１ メイン企画  

○中部電力MIRAITOWER、 Hisaya-odoriPark水盤のブルーライトアップ  

日時：令和6年 4月 2日（火）～令和6年 4月 8日（月）18時～ 21時  

 

  ○情報発信  

栄エリアのセントラルパーク、名古屋東京海上日動ビルディング、  

株式会社三菱ＵＦＪ銀行、無印良品マルエイガレリアで、展示など  

により発達障害についての情報を発信します。  

 

○ライトアップポストカードラリー【世界自閉症啓発デーのみ開催】  

    上記の展示会場4か所を回って、ポストカードを集めた方に、オリ  

ジナルデザインのトートバッグをプレゼントします。  

    ・開始及び終了日時：令和 6年 4月 2日（火）13時 30分～ 17時 45分  

    ・スタート受付：情報発信ベース（セントラルパーク中央通スター  

     バックス前にて、エントリーカードを配布） 

    ・ゴール受付：中部電力MIRAITOWER下（トートバッグの受け取り） 

 

２ サテライト企画 

  多くの企業、大学と連携し、市内全域でプロジェクトに協賛した展示、 

アールブリュット缶マグネット、ポストカード等の啓発用品の配布等を行 

い、発達障害についての情報を発信します。  



  

（１）星が丘エリア 

星が丘テラスではフローティングバブルスをアールブリュットカ  

ラーを基調に展開する他、椙山女学園大学井澤研究室が企画に参加し 

たプロジェクト展示を行います。  

 東山スカイタワーでは、4月 13日から 26日まで夜間のブルーライト  

アップを行います。また、アールブリュット缶マグネットを入館者に 

毎日先着で配布する他、4階展望室にて「ペタペタ動物アートの動物  

園」や椙山女学園大学井澤研究室によるアールブリュットポスター展 

を開催します。  

 

 （２）名古屋駅エリア  

名鉄百貨店本店、名鉄商店、株式会社オカムラ中部支社、  

名古屋中央郵便局（ＪＰタワー名古屋／ＫＩＴＴＥ名古屋内）  

無印良品名鉄百貨店・則武新町  

 

 （３）港エリア  

名古屋港水族館、名古屋港ポートビル、  

無印良品ららぽーとみなとアクルス・イオンモール名古屋茶屋  

 

 （４）その他  

    アンテナショップみんなのわ、ソーネおおぞね、  

ＫＫＲホテル名古屋 

 

３ 大学・学校との連携  

多くの大学等にも啓発に協力いただきます。  

あいち医療福祉専門学校  愛知県立大学 愛知淑徳大学  

金城学院大学 椙山女学園大学 名古屋大学 名古屋学芸大学  

名古屋市立大学  名古屋造形大学  

   

４ 発達障害啓発プロジェクト公式サイト  

  本プロジェクトの実施にあたり、公式サイトを開設しています。  

公式サイトでは、本プロジェクトの概要や、市内各地でのイベント情報、 

協賛・連携・協力いただいた企業・大学の取り組み等をくわしく紹介して 

います。  

また、ポストカードやパンフレットには、公式サイトの二次元コードを

掲載して、本プロジェクトの情報発信に努めています。 

≪  https://autismawareness.nagoya.city.nagoya.jp/ ≫  

 

 

（参考）  

世界自閉症啓発デーとは  

平成19年 12月 18日に開催された国連総会において、毎年4月 2日を自閉症  
啓発デーとすることが決議され、全世界の人々に自閉症を理解してもらう  
取り組みが行われています。日本でも 4月 2日～ 8日を発達障害啓発週間と

し、各地で啓発の取り組みが行われます。  

http://#

